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議
長
・
書
記
四
選
、

新
副
議
長
に
佐
々
木
氏

傍聴者も加えると400名を超える、熱気あふれる会場

半
数（
7
名
）連
記
で
常
議
員
選
挙
 

選
挙
方
法
修
正
案
可
決
 

前
昇
前
総
幹
事
病
気
退
任
の
後

を
受
け
た
内
藤
留
幸
総
幹
事
を

追
承
認
し
た
後
、
常
議
員
会
提

案
の
内
藤
留
幸
総
幹
事
（
任
期

四
年
）
の
選
任
を
承
認
。出
版
局

長
も
同
様
に
、
前
総
会
期
中
に

退
任
し
た
秋
山
徹
前
出
版
局
長

を
受
け
て
就
任
し
た
有
澤 

年

出
版
局
長
を
追
認
し
た
後
、
改

め
て
有
澤 

年
出
版
局
長
（
任

期
四
年
）
を
選
任
し
た
。　

総
会

は
、日
程
の
遅
れ
か
ら
、「
日
本
伝

道
1
5
0
年
記
念
行
事
開
催
を

中
止
す
る
件
」「
聖
餐
に
つ
い
て
の

自
由
な
協
議
の
場
を
設
定
す
る

件
」「
米
軍
再
編
に
抗
議
し
全
国

の
軍
事
基
地
撤
去
を
求
め
る
声

明
を
内
外
に
向
か
っ
て
表
明
す
る

件
」な
ど
一
三
議
案
を
、時
間
切

れ
廃
案
と
す
る
と
の
議
長
提
案

を
承
認
し
て
閉
会
し
た
。　

（
永

井
清
陽
報
）

今
総
会
に
は
提
案
し
な
い
」
と
述

べ
た
。

　

今
総
会
最
大
の
争
点
と
な
っ

た
聖
餐
理
解
、
教
師
退
任
勧
告

問
題
に
か
ら
ん
で
、「
教
団
内
諸

教
会
の
信
頼
関
係
を
守
り
、
真

実
の
対
話
の
道
を
確
保
す
る
件
」

が
上
程
さ
れ
た
が
、
こ
の
議
案
が

三
役
、
常
議
員
選
挙
に
関
わ
る

と
の
議
運
提
案
か
ら
、
議
長
選

前
に
先
議
さ
れ
た
。

　

提
案
者
の
小
林
貞
夫
議
員

（
東
海
）は
、「
未
受
洗
者
配
餐
な

ど
を
行
う
こ
と
は
、
教
憲
教
規
に

言
い
表
さ
れ
て
い
る
教
団
の
教
会

と
し
て
の
在
り
方
を
無
視
し
、
対

話
の
道
を
閉
ざ
す
。
こ
う
し
た
こ

と
を
行
う
教
師
は
、
教
団
三
役
、

常
議
員
、常
設
委
員
に
ふ
さ
わ
し

く
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
」
と
提

案
理
由
を
説
明
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
、「
教
会
間
の
信

頼
の
根
拠
は
教
憲
教
規
」と
す
る

賛
成
、「
議
員
の
被
選
挙
権
を
拘

束
す
る
」と
の
反
対
な
ど
賛
否
各

三
人
の
意
見
表
明
の
後
、採
決
さ

れ
、三
六
三
人
中
、賛
成
一
七
九

で
少
数
否
決
と
な
っ
た
。

　

教
団
総
会
議
長
選
挙
は
、
予

定
を
大
幅
に
遅
れ
、
一
日
目
夜
、

予
備
投
票
を
実
施
し
た
。
予
備

選
で
五
位
同
数
者
十
三
人
が
出

て
、
議
長
候
補
者
が
十
七
人
と

異
例
の
多
数
と
な
っ
た
た
め
、
挨

拶
を
省
略
し
、二
日
目
午
前
、本

投
票
を
実
施
し
た
。
こ
の
結
果
、

山
北
宣
久
議
員（
東
京
）が
一
九

三
票
を
獲
得
し
、
総
会
議
長
に

四
選
さ
れ
た
。

　

山
北
宣
久　

一
九
三
、
後
宮

敬
爾　

一
六
一
、
小
島
誠
志　

五
、青
山
実
・
石
橋
秀
雄
・
北
村

慈
郎
・
小
出
望
・
松
下
恭
規　

各

一（
投
票
総
数
三
六
四
無
効
〇
）

　

山
北
宣
久
議
長
は
、「
四
期
続

け
る
こ
と
は
、
い
か
が
な
も
の
か

な
と
も
思
う
が
、
こ
の
状
況
下
で

選
ば
れ
た
こ
と
を
受
け
止
め
、
委

ね
ら
れ
た
務
め
を
誠
実
に
果
た

し
て
行
き
た
い
」
と
抱
負
を
語
っ

た
。

　

副
議
長
選
挙
は
、
佐
々
木
美

知
夫
議
員（
東
海
）が
副
議
長
に

初
め
て
選
出
さ
れ
た
。

　

佐
々
木
美
知
夫　

一
八
七
、

後
宮
敬
爾　

一
七
三
、
石
橋
秀

雄　

五
、藤
掛
順
一　

二
、小
林

眞　

一
（
投
票
総
数
三
六
八
無

効
〇
）

　

佐
々
木
美
知
夫
副
議
長
は
、

「
責
任
の
大
き
さ
を
感
じ
て
い
る
。

皆
様
の
ご
理
解
と
協
力
を
得
て
、

議
長
を
支
え
て
行
き
た
い
」
と
述

べ
た
。

　

三
期
連
続
し
て
務
め
た
小
林

眞
前
副
議
長
に
つ
い
て
、
山
北
議

長
は
、
来
春
、
同
宗
連
議
長
に
就

任
予
定
で
あ
る
と
述
べ
、
こ
れ
ま

で
の
働
き
に
謝
意
を
表
明
し
た
。

　

書
記
は
議
長
、
副
議
長
の
協

議
で
、
鈴
木
伸
治
議
員
（
神
奈

川
）
を
推
薦
し
、
議
場
が
承
認
し

て
鈴
木
書
記
も
四
選
と
な
っ
た
。

総
幹
事
は
、前
総
会
期
途
中
、竹

　

第　

回
教
団
総
会
は
、
一
〇

36

月
二
一
日
か
ら
三
日
間
、東
京
・

池
袋
の
ホ
テ
ル
で
、
総
会
議
員
四

〇
〇
人
中
、
開
会
時
三
六
七
人

が
出
席
し
て
開
催
さ
れ
た
。沖
縄

教
区
は
、　

回
総
会
以
来
連
続

34

し
て
、
議
員
（
一
〇
人
）
を
選
出

し
な
か
っ
た
が
、
知
花
正
勝
前
教

区
議
長
、
具
志
堅
篤
前
教
区
副

議
長
ら
三
人
が
推
薦
議
員
と
し

て
出
席
し
た
。

　

山
北
宣
久
議
長
の
議
長
報
告

を
巡
っ
て
、
日
本
伝
道
1
5
0
年

で
の
沖
縄
無
視
、
合
同
の
と
ら
え

直
し
問
題
で
の
時
間
切
れ
廃
案

決
着
、
公
同
教
会
の
在
り
方
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
質
問
、
批
判
が

出
た
が
、
山
北
議
長
は
、「
1
5

0
年
で
の
ベッ
テ
ル
ハ
イ
ム
宣
教
師

の
件
は
、　

、　

総
会
期
に
既
に

34

35

話
題
と
な
っ
た
が
、
聖
公
会
に
問

い
合
わ
せ
た
と
こ
ろ
、
琉
球
前
史

と
し
て
位
置
付
け
て
お
り
、1
5

0
年
を
祝
う
と
の
答
え
を
得
て

い
る
。
聖
餐
問
題
に
さ
ま
ざ
ま
な

意
見
が
あ
る
こ
と
は
承
知
し
て
い

る
が
、
公
同
性
の
背
後
に
在
る
の

が
合
同
教
会
で
、バ
ラ
エ
テ
ィ（
多

様
性
）
が
あ
っ
て
も
ユ
ニ
テ
ィ
（
一

致
）
が
な
け
れ
ば
だ
め
と
考
え
て

い
る
」
と
述
べ
、
一
時
間
近
く
費

や
し
た
議
長
報
告
は
、
出
席
者

三
六
八
人
中
二
一
三
人
の
多
数

で
承
認
さ
れ
た
。

　

内
藤
留
幸
総
幹
事
は
、
総
幹

事
報
告
で
機
構
改
革
に
触
れ
、

「
総
会
議
員
数
変
更
は
、賛
否
相

半
ば
し
て
い
る
の
で
継
続
と
し
、

ド
が
あ
り
、
無
記
名
投
票
の
結

果
、
投
票
総
数
三
六
六
、
賛
成

一
九
三
・
反
対
一
六
九
・
無
効

四
で
、
修
正
議
案
は
可
決
成
立

し
、
常
議
員
選
挙
は
七
名
連
記

で
実
施
さ
れ
た
。

　

予
備
投
票
を
経
て
三
日
目
午

前
、
本
投
票
を
行
い
、
別
表
の

常
議
員
二
七
名
（
教
職
十
四
、

信
徒
十
三
）
が
選
出
さ
れ
、
教

職
四
名
、
信
徒
四
名
が
入
れ
替

わ
っ
た
。　
　

（
永
井
清
陽
報
）

　

今
総
会
で
は
、
常
議
員
の
選

挙
方
法
を
巡
る
論
議
が
今
総
会

の
争
点
の
一
つ
と
な
っ
た
。

　

常
議
員
会
は
、　

総
会
期
第

35

五
回
常
議
員
会
で
の
可
決
を
受

け
て
、
従
来
の
三
名
連
記
を
一

〇
名
連
記
と
す
る
議
案
を
提
案

し
た
が
、
半
数
（
七
名
）
連
記

の
議
員
提
案
が
修
正
議
案
と
し

て
上
程
さ
れ
た
。

　

修
正
議
案
提
案
者
の
向
井
希

夫
議
員
（
大
阪
）
は
、「
常
議

員
会
提
案
の
一
〇
名
連
記
で

は
、
過
半
数
を
わ
ず
か
に
超
え

る
グ
ル
ー
プ
で
も　

％
の
獲
得

74

が
可
能
と
な
り
、
安
定
多
数
を

獲
得
出
来
る
。
大
阪
教
区
は
半

数
連
記
を
採
用
し
て
い
る
が
、

こ
れ
に
よ
り
多
様
性
の
あ
る
議

員
を
選
ん
で
い
る
」と
説
明
し
、

さ
ら
に
無
記
名
投
票
で
の
採
決

を
提
案
し
た
。

　

こ
の
無
記
名
投
票
提
案
に
対

し
、
五
分
の
一
以
上
の
セ
コ
ン

「
教
団
・
公
同
教
会
と
し
て
の
一
致
と
連
帯
」
の
主
題
の
下
に
開
催
さ
れ
た
第　

回
教
団
総
会
、
最
大
の
関
心
は
、「
未

36

受
洗
者
へ
の
配
餐
」
問
題
と
、
こ
れ
に
関
連
し
た
「
教
師
退
任
勧
告
」
に
あ
っ
た
。
白
熱
し
た
議
論
が
交
わ
さ
れ
、
幾

つ
か
の
関
連
議
案
が
採
決
さ
れ
た
。
結
果
は
、「
退
任
勧
告
取
り
下
げ
」
議
案
が
否
決
さ
れ
る
一
方
、「
戒
規
決
議
無
効

を
確
認
す
る
件
」
が
可
決
さ
れ
、
極
め
て
分
か
り
難
い
も
の
と
な
っ
た
。
議
論
は
今
総
会
期
に
持
ち
越
さ
れ
た
。

活
渇

潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟

【 信 徒 常 議 員 】【 教 職 常 議 員 】

（西東京）196 票

（神奈川）194 票

（中部）　193 票

（東京）　188 票

（東海）　187 票

（大阪）　184 票

（東京）　184 票

（大阪）　158 票

（東北）　156 票

（東中国）155 票

（関東）　155 票

（神奈川）149 票

（兵庫）　149 票

　高橋　　豊
 　望月　克仁
　大杉　　弘
◎鈴木　功男
　小林　貞夫
◎江本　義一
◎岡田　義信
　東谷　　誠
　斎藤　仁一
　 難波　幸矢
　和田　献一
◎伊東　永子
　津村　正敏

（神奈川）195 票

（関東）　190 票

（東京）　189 票

（東京）　187 票

（中部）　184 票

（西東京）184 票

（東海）　174 票

（北海）　166 票

（大阪）　156 票

（神奈川）152 票

（兵庫）　148 票

（奥羽）　147 票

（九州）　142 票

（関東）　142 票

○藤掛　順一
　石橋　秀雄
　長山　信夫
　小橋　孝一
○高橋　　潤
　原田　　謙
◎北　　紀吉
　後宮　敬爾
　向井　希夫
 　北村　慈郎
 　佃　　真人
　松村　重雄
　梅崎　浩二
◎三浦　　修

副議長に選任された佐々木美知夫氏
（東海教区、静岡教会牧師）

◎初　○元　無印　再

日本基督教団公式サイトについて

　この度、6 月からの試運転期間を経て、正式に「日本基督教団公式サ

イト」が稼働する事となりました。

　主に教団が新任教師オリエンテーションで配布する資料や公式の発行

物（教団ニュースレター・教団新報）を掲載していく他、教団からのお

知らせなどを、必要に応じて掲載していく事となります。

　また、教区・各委員会とのリンクも計画しています。このサイトを通

じて、信徒の方の教会生活が豊かになり、教団からの情報発信が円滑に

行われるよう、祈っています。（広報センター委員会）

ＵＲＬ　http://www.uccj.or.jp
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今
総
会
期
間
中
、三
回
の
礼

拝
が
捧
げ
ら
れ
た
。

　

開
会
礼
拝
で
は
、教
団
信
仰

告
白
が
一
同
に
よ
っ
て
告
白

さ
れ
た
後
、
高
柳
竜
二
氏
（
本

牧
め
ぐ
み
教
会
牧
師
）
は
、
エ

ゼ
キ
エ
ル
書　

章　

〜　

節
、

37

15

28

コ
リ
ン
ト
の
信
徒
へ
の
手
紙

一
1
章　

〜　

節
に
基
づ
き

10

25

「
教
会
の
一
致
」と
題
し
て
説

教
し
、「
破
れ
た
網
で
さ
か
な

を
捕
る
こ
と
が
で
き
な
い
よ

う
に
、破
れ
た
教
会
は
神
の
御

委
託
に
応
え
る
こ
と
は
で
き

な
い
。し
か
し
神
は
十
字
架
の

主
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
権
威

に
よ
っ
て
、そ
の
破
れ
を
修
復

し
て
下
さ
り
、教
会
を
一
致
さ

せ
て
下
さ
る
」
と
、
公
同
の
教

会
の
一
致
と
連
帯
の
重
要
性

を
説
い
た
。

　

ま
た
、「
十
字
架
に
つ
け
ら

れ
た
キ
リ
ス
ト
を
通
し
て
救

い
の
業
が
成
就
し
た
今
は
、十

字
架
を
愚
か
と
言
う
事
は
で

き
な
い
、そ
の
価
値
の
中
に
生

か
さ
れ
、召
さ
れ
た
者
と
し
て

一
致
を
目
指
し
て
歩
ん
で
い

く
べ
き
」
と
、
一
致
へ
の
希
望

を
語
っ
た
。

　

続
く
献
金
の
祈
り
で
も
、一

致
を
求
め
、誠
実
に
審
議
が
な

さ
れ
る
事
が
願
い
と
し
て
挙

げ
ら
れ
、祝
祷
を
も
っ
て
礼
拝

が
閉
じ
ら
れ
た
。

　

総
会
二
日
目
朝
の
逝
去
者

記
念
礼
拝
で
は
、内
藤
留
幸
総

幹
事
か
ら
逝
去
教
師
八
八
名
、

逝
去
宣
教
師
十
一
名
、計
九
九

名
の
逝
去
教
師
全
員
の
氏
名

が
朗
読
さ
れ
た
。

　

司
式
の
宮
�
達
雄
氏（
倉
敷

教
会
牧
師
）
が
、
ヘ
ブ
ラ
イ
人

の
手
紙　

章
1
節
〜
3
節
の

12

み
言
葉
に
基
づ
い
て「
聖
書
の

み
言
葉
か
ら
、天
に
召
さ
れ
た

私
た
ち
の
信
仰
の
先
達
を
支

え
た
の
は
、十
字
架
に
至
る
歩

み
に
示
さ
れ
た
愛
と
繋
が
る

人
と
の
交
わ
り
で
あ
り
、先
達

は
、こ
の
イ
エ
ス
を
見
つ
め
な

が
ら
、希
望
を
持
っ
て
人
生
を

堪
え
忍
ば
れ
ま
し
た
。こ
の
こ

と
は
イ
エ
ス
に
希
望
を
持
っ

て
生
き
る
私
た
ち
に
語
り
か

け
て
い
る
」
と
、
追
悼
の
辞
を

語
っ
た
。

　

ま
た「
天
に
召
さ
れ
た
信
仰

の
先
達
一
人
ひ
と
り
の
ま
ぼ

ろ
し
を
覚
え
、故
人
の
意
志
を

受
け
継
ぎ
、後
の
世
代
に
継
承

し
て
い
け
る
よ
う
導
い
て
く

だ
さ
い
。歴
史
の
中
に
生
き
る

教
会
、
社
会
の
中
で
、
主
に
従

う
こ
と
が
出
来
ま
す
よ
う
に
」

と
祈
っ
た
。

　

総
会
第
三
日
目
午
前
、藤
掛

順
一
氏
（
横
浜
指
路
教
会
牧

師
）
の
司
式
に
よ
り
、
日
本
基

督
教
団
式
文
（
試
用
版
）
を
用

い
て
、
聖
餐
礼
拝
が
持
た
れ

た
。

　

イ
ザ
ヤ
書　

章
9

29

〜　

節
、
コ
リ
ン
ト

16
の
信
徒
へ
の
手
紙
一

1
章　

〜　

節
に
基

18

25

づ
き
、
以
下
の
よ
う

に
説
教
が
語
ら
れ
た
。「
十
字

架
に
つ
け
ら
れ
た
キ
リ
ス
ト

を
宣
べ
伝
え
て
い
く
。そ
れ
が

代
々
の
教
会
が
受
継
ぐ
使
命
。

十
字
架
の
言
葉
は
人
間
の
目

に
は
愚
か
な
こ
と
、つ
ま
ず
き

で
あ
る
。し
か
し
神
の
知
恵
に

か
な
っ
て
い
る
。人
間
の
知
恵

で
神
を
知
る
こ
と
は
で
き
な

い
。
悔
い
改
め
が
求
め
ら
れ

る
。し
た
が
っ
て
人
間
の
知
恵

に
よ
る
社
会
活
動
で
は
な
く
、

十
字
架
と
い
う
宣
教
の
愚
か

さ
に
よ
っ
て
、キ
リ
ス
ト
を
宣

べ
伝
え
て
い
く
」。

　

そ
の
後「
十
字
架
の
死
と
復

活
の
恵
み
に
よ
っ
て
、私
た
ち

に
救
い
の
希
望
を
与
え
て
下

さ
っ
た
キ
リ
ス
ト
の
御
言
葉

と
聖
餐
に
よ
っ
て
、日
本
基
督

教
団
の
諸
教
会
が
福
音
を
宣

べ
伝
え
て
い
く
こ
と
が
で
き

る
よ
う
」
祈
祷
し
た
。

　

一
方
、礼
拝
中
に
も
拘
わ
ら

ず
、大
勢
が
ロ
ビ
ー
等
に
た
む

ろ
す
る
姿
が
見
ら
れ
た
。礼
拝

は
義
務
で
は
な
い
か
も
知
れ

な
い
が
、
し
か
し
。

　

こ
れ
ら
三
議
案
は
、
北
村
慈

郎
教
師
へ
の
退
任
勧
告
に
関
し

て
、「
取
り
消
し
を
要
望
」（
兵

庫
教
区
総
会
）、「
撤
回
」（
神

奈
川
教
区
総
会
）、「
取
り
下
げ
」

（
東
中
国
教
区
総
会
）
の
決
定

を
内
容
と
し
て
い
る
。
同
趣
旨

の
議
案
の
た
め
、
一
括
し
て
審

議
さ
れ
た
。
な
お
、
第　

号
は

43

分
割
さ
れ
、
議
案
の
前
半
の
み

審
議
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

各
教
区
議
長
が
議
案
説
明
を

行
っ
た
後
、
賛
否
そ
れ
ぞ
れ
の

意
見
が
交
互
に
聞
か
れ
た
。
反

対
の
立
場
か
ら
、
持
田
二
郎
議

員
は
、
教
団
の
教
会
と
し
て
教

憲
・
教
規
を
重
ん
ず
べ
き
で
あ

り
、
教
師
は
教
憲
・
教
規
を
守

る
こ
と
を
誓
約
し
て
い
る
の

で
、
北
村
教
師
も
そ
れ
に
従
う

べ
き
と
述
べ
た
。
続
い
て
原
田

潔
議
員
は
、
賛
成
意
見
の
立
場

か
ら
発
言
し
、
我
々
の
目
指
す

べ
き
は
一
致
だ
が
、
意
見
の
違

い
も
そ
こ
に
は
あ
り
、
補
教
師

の
た
め
聖
餐
執
行
が
で
き
ず
悩

む
教
会
も
少
な
く
な
い
現
実
を

語
り
、
北
村
教
師
の
行
為
は
、

違
反
と
言
っ
て
も
小
さ
な
問
題

で
あ
り
、
時
間
を
か
け
て
議
論

す
べ
き
だ
と
主
張
し
た
。

　

こ
の
後
、
山
北
宣
久
議
長
が

発
言
し
た
。
山
北
議
長
は
、「
討

論
す
べ
き
と
言
わ
れ
る
が
、
土

俵
が
確
立
し
て
い
な
い
所
で
何

を
討
論
す
る
の
か
。ま
ず
は（
違

法
行
為
を
）
止
め
て
い
た
だ
き

た
い
。
単
な
る
規
則
違
反
と
い

う
だ
け
で
な
く
、
教
会
が
教
会

に
な
る
た
め
に
ど
う
す
る
か
を

問
う
て
い
る
。
教
団
の
『
一
方

的
断
罪
』
だ
と
い
う
主
張
が
あ

未受洗者配餐の問題で力説する山北宣久議長

高
で
あ
る
。
教
規
の
よ
う
な
規

定
に
つ
い
て
は
、
解
釈
の
幅
を

考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と

り
わ
け
教
師
の
身
分
に
関
す
る

問
題
に
関
し
て
は
、
厳
格
に
考

え
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
」
と
述

べ
た
。

　

こ
の
議
案
の
採
決
に
つ
い

て
、
無
記
名
投
票
の
動
議
が
認

め
ら
れ
、
昼
食
の
休
憩
を
挟
ん

で
、
午
後
採
決
が
行
わ
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
。
休
憩
後
、
無
記

名
投
票
が
行
わ
れ
、
三
二
六
名

中
賛
成
一
六
七
で
可
決
さ
れ

た
。

（
藤
盛
勇
紀
報
）

家
寡

加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加

る
が
、
教
会
が
北
村
牧
師
を
立

て
た
の
で
は
な
く
、
教
団
が
教

師
を
立
て
た
の
で
あ
り
、
教
師

に
逸
脱
が
あ
れ
ば
、
教
団
が
責

任
を
問
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
述
べ
た
。

　

続
い
て
、
北
村
慈
郎
教
師
が

発
言
し
、「『
教
会
が
教
会
と
な

っ
て
い
く
た
め
に
』
と
言
う
の

で
あ
れ
ば
、
そ
の
た
め
に
、
聖

書
と
現
実
の
問
題
の
中
で
、
イ

エ
ス
が
ど
う
語
り
か
け
て
い
る

の
か
を
聞
き
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ

れ
が
や
っ
て
い
く
こ
と
だ
。
教

憲
・
教
規
で
た
だ
縛
る
だ
け
の

教
会
で
あ
る
な
ら
、
そ
れ
は
現

実
か
ら
遊
離
す
る
だ
け
だ
。
教

会
が
教
会
に
な
っ
て
い
く
た
め

に
は
、
た
と
え
逸
脱
し
た
と
し

て
も
、
そ
の
試
み
を
し
て
い
く

こ
と
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

教
団
は　

年
く
ら
い
ま
で
は
聖

'87

餐
に
つ
い
て
の
議
論
を
行
っ
て

い
た
。
そ
れ
を
継
続
し
て
い
く

こ
と
が
重
要
だ
」
と
述
べ
た
。

　

上
田
律
子
議
員
は
、「
自
分
な

り
に
読
ん
で
き
た
聖
書
か
ら
す

れ
ば
、
律
法
を
根
拠
に
イ
エ
ス

を
亡
き
者
に
し
よ
う
と
画
策
し

た
パ
リ
サ
イ
人
や
律
法
学
者
の

こ
と
が
思
い
起
こ
さ
れ
、
キ
リ

ス
ト
教
が
や
っ
て
き
た
宗
教
裁

判
の
臭
い
を
嗅
ぎ
取
る
。
注
意

し
や
す
そ
う
な
生
徒
を
狙
っ
て

厳
し
く
叱
る
教
師
の
や
り
方
に

似
て
い
る
」
と
、
教
師
退
任
勧

告
を
批
判
し
た
。

　

最
後
に
北
紀
吉
議
員
が
発
言

し
た
。「
十
分
な
議
論
無
し
に
未

受
洗
者
配
餐
が
行
わ
れ
て
い

る
。
行
っ
た
後
で
『
十
分
な
議

論
を
し
ろ
』と
は
欺
瞞
で
あ
る
。

『
神
奈
川
教
区
の
意
見
を
聞
く

こ
と
無
し
に
』と
言
わ
れ
る
が
、

紅
葉
坂
が
規
則
変
更
を
申
請
し

た
時
、
教
区
で
扱
う
べ
き
こ
と

で
な
い
の
で
教
団
に
判
断
を
仰

ぐ
こ
と
に
し
、
教
団
は
そ
の
申

請
を
認
め
な
か
っ
た
。
こ
れ
に

反
す
る
も
の
に
対
し
て
教
団
議

長
が
判
断
を
下
す
の
は
当
然
で

あ
る
」。

　

こ
れ
ら
の
討
論
の
後
、
議
案

第　

号
か
ら　

号
が
個
別
に
採

41

43

決
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
、
三
五
五

名
中
賛
成
一
六
一
、
三
五
四
名

中
賛
成
一
六
七
、
三
五
六
名
中

賛
成
一
六
一
で
、
い
ず
れ
の
議

案
も
否
決
さ
れ
た
。

　

議
案
第　

号
「
教
団
第　

総

44

35

会
期
第
五
回
常
議
員
会
に
お
け

る
「
北
村
慈
郎
教
師
に
対
す
る

戒
規
申
立
を
行
う
件
」
の
決
議

の
無
効
を
確
認
す
る
件
」
は
、

柴
田
も
ゆ
る
議
員
の
提
案
の
議

案
で
あ
り
、ポ
イ
ン
ト
は
三
点
。

①
戒
規
施
行
細
則
6
条
と
の
関

わ
り
で
、
教
団
議
長
が
上
告
を

受
理
し
常
議
員
会
が
審
判
委
員

を
選
任
す
る
の
は
公
正
中
立
を

侵
害
す
る
。
②
信
仰
職
制
委
員

会
の
答
申
に
よ
れ
ば
、
提
訴
者

は
限
定
さ
れ
て
お
り
、
教
団
議

長
も
提
訴
者
た
り
得
な
い
。
③

教
規
第　

条
と
の
関
わ
り
で
、

35

戒
規
申
立
は
常
議
員
会
の
処
理

事
項
を
越
え
て
お
り
、
教
団
議

長
の
発
議
も
違
法
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
教
師
委
員

長
の
松
井
睦
委
員
が
、
教
団
の

常
設
委
員
会
等
に
お
い
て
教
師

と
し
て
あ
り
得
べ
か
ら
ざ
る
行

為
が
な
さ
れ
た
場
合
を
例
に
挙

げ
て
、「
常
議
員
会
は
提
訴
者
た

り
得
る
」
と
の
教
師
委
員
会
の

見
解
を
述
べ
た
。
続
い
て
藤
掛

順
一
議
員
が
、
こ
の
度
の
戒
規

提
訴
の
道
筋
に
つ
い
て
、「
未
受

洗
者
陪
餐
の
問
題
は
、
教
憲
に

表
さ
れ
て
い
る
合
同
教
会
と
し

て
の
歩
み
の
根
幹
に
か
か
わ

る
。
ゆ
え
に
議
長
と
常
議
員
会

が
提
訴
す
る
こ
と
は
そ
の
責
任

で
あ
る
」
と
述
べ
、
議
案
の
主

張
に
反
対
し
た
。

　

最
後
に
浅
野
直
人
議
員
が
賛

成
の
立
場
か
ら
発
言
し
、「
教
団

総
会
が
最
高
の
政
治
機
関
で
あ

り
、
教
憲
・
教
規
の
解
釈
に
つ

い
て
も
教
団
総
会
の
判
断
が
最

　

未
受
洗
者
へ
の
配
餐
の
問
題

や
北
村
慈
郎
教
師
に
対
す
る
教

師
退
任
勧
告
、
同
教
師
に
対
す

る
戒
規
執
行
申
立
の
問
題
に
、

全
国
か
ら
大
き
な
関
心
が
注
が

れ
て
い
た
が
、
こ
れ
に
関
す
る

議
案
第　

号
か
ら
第　

号
ま
で

41

43

が
三
日
目
に
審
議
さ
れ
た
。

「
退
任
勧
告
」関
連
議
案
、複
雑
な
議
決

「
退
任
勧
告
取
り
下
げ
」否
決
、「
戒
規
申
立
無
効
確
認
」僅
差
可
決

　
　
　
『
一
致
・
連
帯
を
目
指
し
て
』

礼
　
拝

　

議
案
第　

号
、　

号
の
可
決

37

38

に
よ
り
、
二
二
日
午
後
五
時
半

か
ら
「
日
本
基
督
教
団
と
ア
メ

リ
カ
合
衆
国
長
老
教
会
〈
Ｐ
Ｃ

（
Ｕ
Ｓ
Ａ
）〉と
の
宣
教
協
約
合

意
書
」「
日
本
基
督
教
団
と
ア
メ

リ
カ
改
革
派
教
会
（
Ｒ
Ｃ
Ａ
）

と
の
宣
教
協
約
合
意
書
」
の
締

結
式
が
行
わ
れ
た
。

　

議
案
の
1
5
2
?
1
6
3
ペ

ー
ジ
に
記
載
さ
れ
て
い
る
合
意

書
に
双
方
の
代
表
者
が
署
名
、

日
・
北
米
宣
教
協
力
会
（
Ｊ
Ｎ

Ａ
Ｃ
）
後
の
新
時
代
が
開
か
れ

た
。

　

日
本
基
督
教
団
か
ら
そ
れ
ぞ

れ
の
教
会
に
七
宝
焼
き
の
赤
富

士
の
額
縁
と
署
名
に
用
い
ら
れ

た
万
年
筆
が
記
念
品
と
し
て
贈

ら
れ
、
Ｐ
Ｃ
（
Ｕ
Ｓ
Ａ
）
か
ら

は
記
念
の
書
籍
が
贈
ら
れ
た
。

宣教協約合意書締結式
ＰＣ（ＵＳＡ）、ＲＣＡとの間に

署名する山北議長と内藤総幹事

教団からの記念が贈呈された

今総会も冒頭から白熱、日毎に加熱、議事運営も大変
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教
団
年
鑑
刊
行
の
お
知
ら
せ

　

こ
の
た
び
、
日
本
基
督
教
団

年
鑑
二
〇
〇
九
年
版
を
刊
行
い

た
し
ま
し
た
。
今
回
も
新
た
な

情
報
を
満
載
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
是
非
、
最
寄
り
の
キ
リ
ス

ト
教
書
店
も
し
く
は
当
方
に
直

接
お
買
い
求
め
く
だ
さ
い
（
定

価
三
六
〇
〇
円
＋
税
）。
ま
た
、

ご
購
入
い
た
だ
い
た
方
に
は
、

是
非
ア
ン
ケ
ー
ト
ハ
ガ
キ
に
お

答
え
い
た
だ
き
、
当
年
鑑
に
つ

い
て
の
ご
感
想
や
ご
批
判
を
い

た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
来
年

三
月
発
行
予
定
の
追
録
を
送
り

ま
す
。

　

な
お
、
直
接
お
買
い
求
め
の

際
は
、
〇
三
儿
三
二
〇
二
儿
〇

五
四
一
事
務
局
総
務
部
に
お
電

話
く
だ
さ
い
。

　

二
〇
〇
八
年
十
一
月

日
本
基
督
教
団
総
務
部
年
鑑
係

解
放
劇
『
荒
野
の
　
日
』

40

差
別
問
題
を
巡
る
教
会
・
牧
師
の
葛
藤
描
く

　

総
会
二
日
目
夜
六
時
半
か
ら
一

時
間
、
光
の
間
で
開
か
れ
た
。
信

徒
議
員
三
分
の
一
に
相
当
す
る
全

国
六
〇
人
が
固
い
握
手
と
尽
き
ぬ

想
い
に
満
た
さ
れ
た
。

　

樋
田
利
明
兄
（
東
京
）
の
開
会

祈
祷
に
始
ま

り
、
こ
の
会
を

小
林
貞
夫
兄
と

共
に
立
ち
上
げ

た
津
村
正
敏
兄
（
兵
庫
）
は
兵
庫

教
区
で
の
体
験
を
披
露
し
た
。
信

徒
だ
け
で
創
り
上
げ
た
出
会
い
の

喜
び
、
小
教
会
で
伝
道
の
火
を
守

る
信
徒
を
訪
ね
、
信
徒
同
士
の
連

帯
の
絆
を
強
め
た
こ
と
、
交
流
の

大
切
さ
を
語
っ
た
。

　

発
起
人
の
一
人
望
月
克
仁
兄

（
神
奈
川
）
が
挨
拶
し
、
牧
師
だ

け
に
お
任
せ
す
る
の
で
な
く
、
信

徒
一
人
ひ
と
り
の
祈
り
を
合
わ
せ

て
伝
道
に
励
み
た
い
。
破
れ
た
網

で
は
魚
は
捕
れ
な
い
。
主
に
あ
る

一
致
を
願
う
。
こ
の
交
わ
り
が
そ

の
第
一
歩
。
希
望
も
っ
て
共
に
前

進
し
た
い
。
そ
れ
が
こ
の
会
の
趣

旨
と
述
べ
た
。

　

山
北
宣
久
総
会
議
長
は
信
徒
に

寄
せ
る
期
待
を
語
っ
た
。

　
「
日
本
の
伝
道
の
曙
、
横
浜
、
熊

本
、
札
幌
、
皆
信
徒
だ
っ
た
。

　

か
つ
て
、
エ
ミ
ー
ル
・
ブ
ル
ン

ナ
ー
は
日
本
伝
道
九
〇
年
の
挨
拶

で
、日
本
の
教
会
の
問
題
点
を『
羊

飼
い
が
羊
を
生
ん
で
い
る
。
羊
は

羊
が
生
む
も
の
だ
』
と
言
っ
た
。

六
〇
年
後
の

今
、『
羊
飼
い

も
羊
を
生
ま

な
く
な
っ
て

い
る
』と
反
省
を
こ
め
て
語
ら
れ
、

信
徒
に
よ
る
伝
道
を
鼓
舞
さ
れ

て
、
こ
の
よ
う
な
信
徒
の
交
わ
り

が
誕
生
し
、
対
角
線
が
主
に
よ
っ

て
引
か
れ
、
教
区
を
超
え
て
結
ば

れ
る
。
こ
れ
は
大
き
な
意
味
が
あ

る
。
教
団
の
最
先
端
に
あ
っ
て
信

徒
の
働
き
に
期
待
し
て
止
ま
な

い
」
と
結
ん
だ
。

　

続
い
て
、
鈴
木
功
男
兄
（
東
京
）

が
東
京
信
徒
会
を
代
表
し
て
近
況

を
語
っ
た
。
交
わ
り
と
勉
強
の
中

で
日
本
伝
道
1
5
0
年
を
迎
え
る

合
言
葉
「
感
謝
と
奮
起
」
を
決
め

た
経
緯
を
紹
介
、
来
年
十
一
月
の

記
念
信
徒
大
会
の
準
備
実
行
を
教

団
準
備
委
員
会
か
ら
委
嘱
さ
れ
た

こ
と
を
報
告
、
全
国
の
信
徒
の
協

力
を
頂
き
た
い
と
ア
ピ
ー
ル
し

た
。

　

後
の
半
時
、
新
し
い
仲
間
を
求

め
て
自
己
紹
介
し
合
い
、
交
流
を

深
め
た
。

（
鈴
木
功
男
報
）

第
2
回
信
徒
交
流
の
集
い

固
い
握
手
・
伝
道
に
奮
起

信徒同士の連帯の絆を強める

『
合
同
の
と
ら
え
な
お
し
』関
連
二
議
案
否
決

合
同
は
間
違
い
で
は
な
い
…
沖
縄
か
ら
の
推
薦
議
員
が
熱
弁

恩
温

桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶

感
す
る
と
い
う
意
味
で
は
な
く

分
か
る
、
し
か
し
…
。
一
種
の

違
和
感
・
抵
抗
を
覚
え
な
が
ら

も
、
次
第
に
舞
台
上
の
出
来
事

に
捕
ら
え
ら
れ
て
い
っ
た
。

　

第
三
場
、
牧
師
と
父
親
（
教

会
員
）
の
話
し
合
い
。「
部
落

の
人
だ
け
ど
悪
い
人
で
は
な

い
」
牧
師
が
、
推
薦
の
つ
も
り

で
言
っ
た
言
葉
に
潜
む
差
別
性

が
指
摘
さ
れ
る
。

　

事
柄
・
主
題
か
ら
し
て
当
然

と
言
え
ば
当
然
な
の
だ
ろ
う

が
、
苦
痛
を
覚
え
る
程
に
、
救

い
が
な
い
と
感
じ
る
程
に
、
重

く
刺
激
的
だ
。「
教
団
・
公
同

教
会
と
し
て
の
一
致
と
連
帯
」

の
総
会
看
板
の
下
で
の
演
劇
、

深
く
考
え
さ
せ
ら
れ
る
劇
だ
っ

た
。　
　
　

（
新
報
編
集
部
報
）

　

別
府
渉
牧
師
は
、
教
会
員
の

水
谷
豊
彦
の
息
子
の
就
職
を
助

け
よ
う
と
知
り
合
い
の
中
島
し

お
り
に
相
談
す
る
。
だ
が
、
そ

の
や
り
と
り
の
中
で
、
彼
は
自

分
の
差
別
意
識
を
明
ら
か
に
し

て
し
ま
っ
た
。

　

差
別
者
だ
と
罵
ら
れ
、
牧
師

を
辞
め
よ
う
か
と
悩
む
別
府
。

一
方
、
教
会
の
役
員
で
あ
る
斎

藤
真
ら
は
、
教
会
の
名
誉
を
守

る
こ
と
を
優
先
し
よ
う
と
す

る
。
苦
悩
の
中
で
、
別
府
は
荒

れ
野
で
の
イ
エ
ス
に
思
い
を
は

せ
る
。
そ
し
て
、
自
分
の
中
に

あ
る
差
別
心
と
向
き
合
い
な
が

ら
、
教
会
が
差
別
問
題
に
取
り

組
む
と
は
ど
う
い
う
こ
と
な
の

か
に
気
づ
か
さ
れ
て
い
く
…
案

内
チ
ラ
シ
に
紹
介
さ
れ
た
【
あ

ら
す
じ
】。

　

教
団
総
会
の
二
日
目
に
当
た

る
一
〇
月
二
二
日
夜
、
恒
例
の

解
放
劇
が
二
〇
〇
名
を
超
え
る

観
客
を
得
て
上
演
さ
れ
た
。

　

出
来
事
の
発
端
と
な
る
回
想

場
面
、
教
会
員
の
子
ど
も
の
就

職
斡
旋
に
自
ら
一
役
買
っ
た
牧

師
が
、
旧
知
の
間
柄
で
あ
る
相

手
方
会
社
の
社
員
に
、
た
め
ら

い
な
が
ら
も
、
当
事
者
の
秘
密

を
漏
ら
す
。「
そ
の
人
部
落
の
人

な
ん
だ
」。

　

出
来
事
も
登
場
人
物
も
デ
フ

ォ
ル
メ
さ
れ
て
い
る
。
芝
居
だ

か
ら
当
然
な
の
だ
ろ
う
。
否
、

登
場
人
物
は
と
も
か
く
、
出
来

事
は
現
実
を
な
ぞ
っ
て
い
る
の

か
も
知
れ
な
い
。

　

何
故
、
こ
の
牧
師
は
こ
の
よ

う
な
言
動
に
出
る
の
だ
ろ
う

か
、行
為
の
是
非
は
別
と
し
て
、

そ
れ
が
当
人
の
た
め
と
口
を
噤

ん
だ
の
な
ら
分
か
る
し
、
関
わ

り
た
く
な
い
と
い
う
の
も
、
共

宣
教
委
員
会
廃
止
案
否
決

そ
の
他
の
重
要
議
案

沖縄の声が正しく伝わっていないと熱弁する具志堅議員

連
し
て
、　

総
会
期
で
所
謂「
合

32

同
の
と
ら
え
な
お
し
」
関
連
議

案
が
継
続
の
取
扱
い
と
な
っ
た

経
緯
を
詳
細
に
述
べ
、
む
し
ろ

沖
縄
教
区
へ
の
特
別
の
配
慮
が

な
さ
れ
た
の
で
あ
っ
て
、
不
当

な
取
り
扱
い
だ
っ
た
よ
う
に
批

判
さ
れ
る
こ
と
に
反
駁
し
た
。

　

長
山
信
夫
議
員
が
、
こ
れ
ら

の
議
案
は
沖
縄
教
区
の
了
解
を

得
て
い
る
の
か
と
問
い
質
し
た

の
に
対
し
て
、
柴
田
も
ゆ
る
議

員
は
、「
沖
縄
は
沖
縄
で
努
力
し

て
お
ら
れ
る
、
自
分
た
ち
は
自

分
た
ち
の
作
業
を
進
め
、
主
体

的
な
意
志
を
表
し
た
」と
答
え
、

宇
野
稔
議
員
も
「
沖
縄
教
区
と

は
話
し
合
っ
て
い
な
い
」
と
述

べ
た
。

　

具
志
堅
篤
議
員
（
沖
縄
教
区

読
谷
教
会
）
は
、
次
の
よ
う
に

そ
の
思
い
を
吐
露
し
た
。「
今
回

も
沖
縄
が
来
て
な
い
と
言
わ
れ

て
い
る
。　

回
総
会
の
時
も
そ

35

う
だ
っ
た
。　

回
で
は
三
名
出

36

席
し
て
い
る
の
に
い
な
い
と
言

わ
れ
、
存
在
を
否
定
さ
れ
た
。

沖
縄
に
聞
く
べ
し
と
は
、
ど
の

沖
縄
か
。
沖
縄
教
区
の
合
同
は

間
違
い
だ
っ
た
と
言
わ
れ
た

が
、
間
違
い
だ
と
は
思
っ
て
い

な
い
。
今
こ
う
い
う
こ
と
を
し

て
い
る
場
合
か
と
叫
ん
で
い
る

信
徒
た
ち
が
い
る
」。

　

宇
佐
美
節
子
議
員
（
神
辺
教

会
）
は
、
自
分
も
沖
縄
の
出
身

で
あ
る
と
断
っ
た
上
で
、
こ
の

こ
と
に
よ
っ
て
「
一
致
と
連
帯

が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。
こ

の
課
題
に
向
き
合
う
べ
き
。
ま

ず
や
っ
て
み
る
べ
き
」
と
賛
成

意
見
を
述
べ
た
。

　

知
花
正
勝
議
員
（
与
那
原
教

会
）
は
、「
沖
縄
教
区
か
ら
送

ら
れ
た
と
は
思
っ
て
い
な
い
」

と
前
提
し
、「『
沖
縄
教
区
は
合

同
は
間
違
っ
て
い
た
と
総
括
し

た
』
と
言
う
の
は
事
実
で
は
な

い
、委
員
会
の
報
告
は
あ
る
が
、

承
認
は
さ
れ
て
い
な
い
。
特
設

委
員
会
に
お
い
て
は
こ
の
よ
う

に
ま
と
め
た
。
し
か
し
教
区
全

体
の
合
意
に
は
至
っ
て
い
な

い
」
と
述
べ
た
。
又
、「
合
同
は

問
題
が
あ
っ
た
こ
と
は
事
実
。

教
会
が
合
同
す
る
こ
と
に
対

し
、
認
識
が
甘
か
っ
た
。
そ
の

自
己
批
判
の
中
で
、
過
ち
を
認

め
よ
う
と
語
っ
て
い
る
。
合
同

が
間
違
っ
て
い
る
の
な
ら
、
自

分
は
教
団
の
教
師
だ
と
は
言
え

な
い
。
自
分
の
教
会
の
属
す
る

教
団
な
の
で
参
加
し
た
」、
更

に
、「『
合
同
の
と
ら
え
な
お
し
』

と
は
、
自
分
の
こ
と
が
ら
を
自

分
の
こ
と
が
ら
と
し
て
考
え
て

い
る
だ
け
で
あ
る
」と
述
べ
た
。

　

採
決
の
結
果
、
投
票
数
三
六

七
中
、議
案　

号
は
一
七
一
票
、

39

議
案　

号
は
一
四
〇
票
で
、
何

40

れ
も
少
数
否
決
さ
れ
た
。

（
新
報
編
集
部
報
）

　

議
案　

号
「
合
同
の
と
ら
え

39

な
お
し
と
実
質
化
」
特
設
委
員

会
を
設
置
す
る
件
、
議
案　

号
40

『
合
同
の
と
ら
え
直
し
』
を
自

分
の
こ
と
と
し
て
聴
き
直
し
、

再
度
合
同
関
連
議
案
を
提
出
す

る
た
め
に
、
合
同
記
念
の
日
を

二
月
二
五
日
に
設
置
す
る
件
、

が
併
せ
て
上
程
さ
れ
た
。

　

提
案
理
由
が
詳
し
く
述
べ
ら

れ
た
後
、
質
疑
が
行
わ
れ
、
特

に
歴
史
的
な
事
実
関
係
と
そ
の

評
価
を
巡
っ
て
理
解
が
対
立
し

た
。
小
島
誠
志
議
員
は
、　

総
33

会
で
審
議
未
了
廃
案
と
な
っ
た

こ
と
の
評
価
を
巡
る
議
論
に
関

議事の後にも拘わらず、総会出席者の半数以上が観劇した。

教
委
員
会
と
宣
教
研
究
所
と
の

位
置
付
け
を
質
し
、
ま
た
、
他

の
議
員
か
ら
は
、
こ
の
案
に
伴

う
教
規
及
び
教
規
施
行
細
則
に

つ
い
て
批
判
的
な
意
見
が
述
べ

ら
れ
た
。
採
決
の
結
果
、
三
六

六
中
賛
成
は
一
四
八
で
、
少
数

否
決
さ
れ
た
。

▼
下
記
の
議
案
　
～
　
号
は
、

13

19

何
れ
も
、常
議
員
会
付
託
と
な

っ
た（　

は
上
記
の
通
り
）。

16

　

「
出
版
局
理
事
・
監
事
承
認

13に
関
す
る
件
」、　

「
年
金
局

14

理
事
・
監
事
承
認
に
関
す
る

件
」、　

「
部
落
解
放
セ
ン
タ

15

ー
運
営
委
員
選
任
に
関
す
る

件
」、　

「
宣
教
研
究
所
委
員

17

選
任
に
関
す
る
件
」、　

「
日
本

18

基
督
教
団
会
堂
共
済
組
合
役
員

推
薦
に
関
す
る
件
」、　

「
教
団

19

関
係
学
校
及
び
関
係
団
体
理
事

・
評
議
員
等
推
薦
に
関
す
る
件
」

▼
議
案
　
号
「
常
設
委
員
会
お

16

よ
び
常
設
専
門
委
員
会
委
員
選

任
に
関
す
る
件
」
で
は
、
前
期

に
続
き
教
団
三
役
と
常
議
員
七

名
を
選
考
委
員
と
す
る
提
案
が

な
さ
れ
た
。
十
七
教
区
の
議
長

が
選
考
に
加
わ
る
べ
き
と
い
う

修
正
案
が
出
さ
れ
た
が
、
少
数

否
決
、
三
役
と
下
記
常
議
員
が

選
出
さ
れ
た
。
石
橋
秀
雄
、
北

紀
吉
、
高
橋
潤
、
長
山
信
夫
、

後
宮
敬
爾
、
佃
真
人
、
三
浦
修
。

▼
議
案
　
～
　
号
「
　
年
度
教

21

24

06

団
歳
入
歳
出
決
算
承
認
に
関
す

る
件
」、「
　
年
度
教
団
歳
入
歳

07

出
決
算
承
認
に
関
す
る
件
」、

「
　
年
度
教
団
歳
入
歳
出
実
行

08
予
算
に
関
す
る
件
」、「
　
年
度

09

教
団
歳
入
歳
出
原
予
算
に
関
す

る
件
」の
財
務
関
連
議
案
で
は
、

東
京
神
学
大
学
へ
の
交
付
金
な

ど
、
細
か
い
数
字
に
ま
で
及
ぶ

質
疑
応
答
の
後
、
何
れ
も
原
案

通
り
に
承
認
さ
れ
た
。

▼
議
案
　
～
　
号
、
部
落
解
放

25

33

セ
ン
タ
ー
、
出
版
局
、
年
金
局

の
財
務
関
連
議
案
、
も
関
心
の

高
さ
を
示
す
詳
細
な
質
疑
応
答

の
後
、
何
れ
も
原
案
通
り
に
承

認
さ
れ
た
。

　

議
案
　
号
「
宣
教
委
員
会
を

34

廃
止
し
常
設
専
門
委
員
会
を
常

設
委
員
会
と
す
る
件
」
が
審
議

さ
れ
た
。
提
案
理
由
で
は
、「
総

合
的
な
伝
道
力
の
低
下
を
来
し

て
し
ま
っ
た
」
と
現
行
制
度
の

欠
点
を
指
摘
し
、
改
正
が
訴
え

ら
れ
て
い
た
が
、
前
総
会
期
宣

教
委
員
長
高
橋
潤
議
員
が
、
宣
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来
賓
か
ら
祝
福
の
言
葉
を
頂

来
賓
か
ら
祝
福
の
言
葉
を
頂
くく

共
に
積
み
重
ね
て
来
た
こ
と
を
…
更
に

我が教団は世界中の教会の祈りに支えられている

◎
基
督
教
大
韓
監
理
会
　
リ
ー

・
ウ
ォ
ン
・
ジ
ェ
宣
教
局
総
務

　

教
団
の
指
導
者
た
ち
の
韓
国

へ
の
表
敬
訪
問
に
よ
り
、
親
交

を
深
め
、
宣
教
協
力
を
よ
り
進

展
さ
せ
る
重
要
な
話
合
い
を
す

る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
を
感
謝

す
る
。
ま
た
、
韓
国
か
ら
の
宣

教
師
が
迎
え
ら
れ
て
い
る
こ
と

を
感
謝
す
る
。
両
国
の
教
会
が

協
働
す
る
こ
と
で
、
世
界
に
お

け
る
神
の
宣
教
の
業
に
携
わ
る

協
力
関
係
が
将
来
に
わ
た
り
進

展
し
続
け
る
こ
と
を
希
求
し
、

共
に
祈
る
。

◎
台
湾
基
督
長
老
教
会
　
ア
シ

ン
・
ア
マ
ン
議
長

　

教
団
と
の
長
い
歴
史
に
お
け

る
誠
実
な
友
好
関
係
、
ミ
ッ
シ

ョ
ン
・
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を

大
事
に
し
た
い
。
ま
た
台
湾
派

遣
の
宣
教
師
が
北
海
地
区
に
お

い
て
奉
仕
で
き
る
こ
と
を
大
変

嬉
し
く
思
う
。
同
じ
よ
う
に
教

団
か
ら
台
湾
基
督
長
老
教
会
へ

派
遣
さ
れ
た
宣
教
師
に
感
謝
す

る
。
時
に
私
た
ち
の
住
む
社
会

の
様
々
の
問
題
に
直
面
し
、
圧

倒
さ
れ
、
落
胆
し
、
人
間
の
視

点
の
み
で
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
努
力

が
限
ら
れ
て
し
ま
う
よ
う
に
見

え
る
。
こ
の
よ
う
な
時
、
主
イ

エ
ス
の
御
言
葉
「
か
ら
し
種
が

…
…
成
長
す
る
と
…
…
空
の
鳥

が
き
て
そ
の
枝
に
宿
る
ほ
ど
の

木
に
な
る
」
を
心
に
留
め
る
こ

と
に
し
た
い
。

　

な
お
、
議
長
よ
り
記
念
品
が

教
団
に
贈
ら
れ
た
。

◎
フ
ィ
リ
ピ
ン
合
同
教
会
　
エ

リ
エ
ゼ
ル
・
Ｍ
・
パ
ス
ク
ア

総
幹
事

　

こ
の
機
会
に
日
本
基
督
教
団

を
よ
り
深
く
理
解
し
、
こ
の
重

要
な
集
い
に
来
ら
れ
た
キ
リ
ス

ト
者
を
理
解
で
き
る
よ
う
、
誠

実
に
祈
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の

総
会
中
に
、
出
来
る
だ
け
多
く

の
議
員
と
の
交
わ
り
を
持
て
る

よ
う
心
が
け
る
。
フ
ィ
リ
ピ
ン

合
同
教
会
を
代
表
し
て
こ
の
総

会
に
参
加
で
き
る
よ
う
招
か
れ

た
こ
と
を
感
謝
す
る
。

◎
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
長
老
教
会

ダ
グ
ラ
ス・ウ
ェ
ル
チ
世
界
宣

教
局
副
局
長

　

こ
れ
ま
で
共
に
歩
ん
で
き
た

道
を
振
り
返
り
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン

の
た
め
に
共
通
の
課
題
を
続
け

て
い
く
に
当
た
っ
て
、
共
に
未

来
を
臨
み
つ
つ
歩
め
る
こ
と
に

感
謝
を
述
べ
た
い
。
皆
さ
ま
が

聖
霊
に
依
り
頼
み
つ
つ
、
正
義

の
た
め
に
行
動
し
、
福
音
の
伝

道
に
励
み
、
平
和
を
促
進
す
る

と
い
う
神
の
召
命
を
実
行
し
て

い
る
深
い
信
仰
を
、
神
に
感
謝

す
る
。
共
に
こ
の
総
会
の
場
に

集
わ
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と

は
、
皆
さ
ま
と
結
束
し
て
、「
す

べ
て
の
人
々
が
い
つ
か
一
つ
に

な
る
よ
う
に
」
と
い
う
主
イ
エ

ス
の
祈
り
を
実
現
す
る
た
め
で

あ
る
こ
と
を
断
言
す
る
。
互
い

を
隔
て
る
バ
リ
ア
を
打
ち
砕

き
、
一
致
調
和
の
た
め
に
努
力

し
、
神
の
栄
光
に
向
か
っ
て
平

和
の
促
進
に
務
め
る
皆
さ
ま
の

上
に
神
の
恵
み
が
豊
か
に
あ
る

よ
う
祈
る
。

◎
ア
メ
リ
カ
改
革
派
教
会
　
ジ

ョ
ニ
ー
・
ア
リ
シ
ア
＝
バ
エ

ツ
南
北
ア
メ
リ
カ
・
東
ア
ジ

ア
担
当
幹
事

　

日
本
基
督
教
団
と
ア
メ
リ
カ

改
革
派
教
会
は
岐
路
に
立
っ
て

い
る
。
世
界
が
急
激
な
変
化
に

遭
遇
し
、
我
々
の
国
を
取
り
巻

く
騒
動
を
目
に
す
る
中
に
あ
っ

て
も
「
神
が
こ
の
新
た
な
状
況

で
我
々
に
何
を
求
め
ら
れ
る

か
」
を
問
う
必
要
が
あ
る
。
こ

の
よ
う
に
問
う
こ
と
で
、
我
々

は
共
に
担
っ
て
い
る
宣
教
の
働

き
に
意
識
を
集
中
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
る
と
同
時
に
、
我
々
に

働
き
か
け
ら
れ
る
聖
霊
に
心
を

開
く
こ
と
に
な
る
。
日
本
基
督

教
団
が
聖
霊
の
導
き
を
見
分
け

つ
つ
歩
む
中
で
、
ア
メ
リ
カ
改

革
派
教
会
は
教
団
の
同
労
者
と

な
り
、
支
え
る
決
意
を
す
る
。

聖
霊
の
導
き
に
よ
っ
て
我
々
は

完
成
に
向
か
っ
て
進
み
、
文
化

や
世
界
と
拘
り
を
持
つ
よ
う
に

な
り
、
主
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト

の
人
性
に
現
わ
れ
た
神
の
愛
を

証
し
す
べ
く
会
衆
を
力
づ
け
る

よ
う
に
な
る
。「
こ
の
世
の
神
よ

り
も
、
あ
な
た
の
心
に
臨
在
さ

れ
る
神
の
方
が
偉
大
だ
」
と
覚

え
つ
つ
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
受
け

て
立
つ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
主

の
祝
福
を
祈
る
。

◎
共
同
世
界
宣
教
局（
Ｃ
Ｇ
Ｍ

Ｂ
）　
シ
ャ
オ
リ
ン
・
ズ
ー
東

ア
ジ
ア
担
当
幹
事

　

米
国
合
同
教
会
と
日
本
基
督

教
団
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
関
係
は

数
十
年
に
亘
る
宣
教
の
歴
史
に

深
く
根
ざ
し
て
い
る
。
現
在
で

も
こ
の
世
が
主
を
信
じ
る
よ
う

に
と
、
教
会
の
一
致
を
証
し
す

る
と
い
う
共
通
の
召
し
を
受
け

た
教
会
・
地
球
上
の
家
族
と
し

て
、
関
係
は
続
い
て
い
る
。
日

本
と
北
米
の
間
で
の
家
族
移
民

と
い
う
個
人
的
な
つ
な
が
り
に

よ
っ
て
、
福
音
の
た
め
に
日
本

で
宣
教
師
と
し
て
働
い
た
先
達

の
証
し
に
よ
っ
て
、
こ
の
関
係

は
強
め
ら
れ
て
き
た
。
こ
の
よ

う
に
米
国
合
同
教
会
を
取
り
巻

く
証
し
の
「
雲
」
が
宣
教
の
歴

史
的
な
意
義
を
物
語
る
に
留
ま

ら
ず
、
福
音
宣
教
に
あ
っ
て
の

現
代
的
な
パ
ー
ト
ナ
ー
関
係
を

も
現
在
進
行
形
で
語
っ
て
い
る

こ
と
に
、喜
び
を
禁
じ
え
な
い
。

◎
英
国
メ
ソ
ジ
ス
ト
教
会
　
ウ

ェ
ス
レ
ー
・
ブ
レ
イ
キ
ー
　

ノ
ッ
テ
ィ
ン
ガ
ム
＆
ダ
ー
ビ

ー
教
区
議
長

　

私
た
ち
は
祈
り
と
イ
エ
ス
・

キ
リ
ス
ト
に
共
に
仕
え
る
こ
と

に
お
い
て
皆
さ
ま
と
結
ば
れ
て

い
る
。
イ
ギ
リ
ス
で
は
今
、
教

会
は
様
々
な
変
化
を
経
験
し
て

い
る
。
そ
こ
で
、
も
っ
と
効
果

的
な
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
か
か
わ
る

と
い
う
こ
と
を
、
丁
寧
に
祈
り

を
も
っ
て
検
討
す
る
よ
う
に
一

人
一
人
求
め
ら
れ
て
い
る
。
私

た
ち
は
、
よ
り
良
い
方
向
へ
の

変
化
を
挑
ま
れ
て
い
る
。
聖
職

者
、
信
徒
、
そ
し
て
全
て
の
資

源
を
私
た
ち
の
力
の
及
ぶ
限
り

活
用
す
る
た
め
で
あ
る
。
こ
れ

か
ら
の
道
の
り
は
長
い
と
思
う

が
、
試
行
を
続
け
て
い
く
私
た

ち
教
会
の
た
め
の
祈
っ
て
欲
し

い
。
世
界
の
兄
弟
姉
妹
た
ち
と

経
験
を
分
か
ち
合
う
こ
と
に
よ

っ
て
、
益
と
な
る
よ
う
な
変
化

の
た
め
に
、
神
の
良
き
僕
と
な

る
よ
う
、
共
に
働
く
こ
と
が
出

来
る
こ
と
を
信
じ
て
い
る
。

◎
南
西
ド
イ
ツ
宣
教
会
　
ウ
ル

リ
ケ
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
＝
ヘ
ッ

セ
副
総
幹
事

　

日
本
基
督
教
団
は
、
モ
ラ
ヴ

ィ
ア
教
会
や
全
世
界
二
六
の
プ

ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
会
・
宣
教
団

体
と
共
に
Ｅ
Ｍ
Ｓ
（
エ
ム
ス
、

南
西
ド
イ
ツ
宣
教
会
）
と
い
う

エ
キ
ュ
メ
ニ
カ
ル
な
団
体
に
加

盟
し
て
い
る
。
そ
の
こ
と
に
よ

り
教
団
と
Ｅ
Ｍ
Ｓ
は
共
に
平
和

の
実
現
に
向
け
て
協
力
し
、
結

ば
れ
て
い
る
。
Ｅ
Ｍ
Ｓ
に
は
月

単
位
の
祈
り
の
サ
イ
ク
ル
が
あ

り
、
祈
祷
課
題
を
出
し
合
っ
て

日
々
祈
っ
て
い
る
。
毎
月
十
八

日
に
は
全
世
界
が
教
団
の
た
め

に
祈
っ
て
い
る
。
ま
た
Ｅ
Ｍ
Ｓ

が
日
本
の
キ
リ
ス
ト
者
と
密
接

に
関
わ
り
協
力
で
き
る
こ
と
を

神
に
感
謝
し
、
宣
教
活
動
に
総

体
的
に
取
り
組
み
、
平
和
と
差

別
の
な
い
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
作
り
に
尽
力
す
る
教
団
の
上

に
神
の
祝
福
を
祈
る
。

◎
ド
イ
ツ
福
音
主
義
宣
教
会
　

エ
ッ
ク
ハ
ル
ト
・
マ
ー
ゼ
青

年
担
当

　

イ
エ
ス
は
「
す
べ
て
の
造
ら

れ
た
も
の
に
福
音
を
宣
べ
伝
え

る
」
こ
と
を
私
た
ち
の
目
標
で

あ
り
義
務
で
あ
る
と
語
る
。
私

た
ち
は
、
日
本
基
督
教
団
が
こ

の
目
標
と
義
務
を
こ
れ
か
ら
も

続
け
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
い

る
。
ま
た
イ
エ
ス
を
通
し
て
神

は
す
べ
て
の
人
々
、
す
べ
て
の

被
造
物
に
対
し
、
愛
と
コ
ミ
ッ

ト
メ
ン
ト
を
示
さ
れ
た
。
そ
れ

を
伝
え
る
こ
の
一
つ
の
仕
事
を

ド
イ
ツ
、
日
本
、
そ
し
て
世
界

中
に
お
い
て
共
に
担
っ
て
い
き

た
い
。
ド
イ
ツ
に
お
け
る
私
た

ち
の
状
況
は
変
化
し
て
い
る
。

何
世
紀
に
も
渡
り
、
キ
リ
ス
ト

教
が
唯
一
の
宗
教
だ
っ
た
が
、

今
や
様
々
な
宗
教
が
み
ら
れ

る
。
そ
れ
故
に
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン

の
教
会
と
し
て
出
発
し
た
時
か

ら
異
教
徒
の
環
境
の
中
で
福
音

宣
教
に
励
ん
で
き
た
皆
さ
ま
の

経
験
か
ら
学
べ
る
こ
と
を
強
く

願
っ
て
い
る
。

◎
ミ
ッ
シ
ョ
ン
　
　
ド
リ
ス
・

21

グ
ロ
ス
東
ア
ジ
ア
担
当
幹
事

　

ミ
ッ
シ
ョ
ン　

の
者
が
日
本

21

基
督
教
団
総
会
に
出
席
す
る
の

は
初
め
て
の
こ
と
で
あ
り
、
多

く
の
こ
と
を
意
味
す
る
。
特
に

今
年
は
ミ
ッ
シ
ョ
ン　

と
組
織

21

は
異
な
る
が
、
同
じ
ス
イ
ス
の

ス
イ
ス
・
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教

会
連
盟
（
Ｓ
Ｅ
Ｋ
）
と
日
本
基

督
教
団
が
宣
教
協
約
を
結
ん
で

二
〇
周
年
に
当
た
る
年
で
あ

る
。
万
民
が
平
和
と
正
義
を
享

受
す
べ
く
、
ま
た
ヨ
ハ
ネ
福
音
書

で
「
わ
た
し
が
生
き
て
い
る
の
で
、

あ
な
た
方
も
生
き
る
こ
と
に
な

る
」
と
語
っ
た
主
イ
エ
ス
の
真
理
を

体
験
で
き
る
よ
う
、
私
た
ち
は
福

音
宣
布（
御
言
葉
）と
社
会
福
祉

（
行
い
）と
の
橋
渡
し
に
努
力
し
て

き
た
。

　

ミ
ッ
シ
ョ
ン　

は
教
団
の
パ

21

ー
ト
ナ
ー
と
し
て
、
教
団
の
た

め
に
祈
り
と
連
帯
を
保
証
す
る

も
の
で
あ
る
。

◎
ド
イ
ツ
福
音
主
義
教
会
　
エ

リ
ザ
ベ
ー
ト
・
ヒ
ュ
プ
ラ
ー
・

梅
本
　
ド
イ
ツ
福
音
教
会
牧

師

　

ド
イ
ツ
の
ヴ
ィ
ッ
テ
ン
ベ
ル

ク
で
、
二
〇
一
七
年
に
迎
え
る

宗
教
改
革
五
〇
〇
年
記
念
祭
に

向
か
っ
て
私
た
ち
は
、「
キ
リ
ス

ト
の
み
」「
聖
書
の
み
」「
信
仰

に
依
っ
て
の
み
」
の
信
条
に
従

い
生
き
よ
と
い
う
マ
ル
テ
ィ
ン

・
ル
タ
ー
の
呼
び
か
け
を
再
び

聴
い
た
。改
革
派
教
会
と
し
て
、

私
た
ち
は
こ
の
基
本
的
な
信
条

を
常
に
尊
守
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
い
う
思
い
を
強
く
さ
せ

ら
れ
て
い
る
。
又
こ
の
信
条
を

土
台
と
し
て
、
私
た
ち
の
諸
教

会
間
に
あ
る
フ
ェ
ロ
ー
シ
ッ
プ

を
神
に
感
謝
す
る
。
東
ア
ジ
ア

及
び
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
教
会
と
し

て
、そ
れ
ぞ
れ
の
現
状
の
中
で
、

社
会
正
義
と
平
和
の
た
め
に
最

大
の
努
力
を
続
け
る
に
あ
た
っ

て
、
主
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
が

主
及
び
福
音
の
真
理
へ
の
信
仰

を
持
ち
続
け
る
力
を
与
え
て
下

さ
る
こ
と
を
祈
る
。

◎
在
日
大
韓
基
督
教
会
　
パ
ク

・
ス
ギ
ル
総
幹
事

　

一
九
八
四
年
二
月
八
日
に
在

日
大
韓
基
督
教
会
と
貴
教
団
と

の
間
に
宣
教
協
約
が
締
結
さ

れ
、
二
四
年
以
上
も
の
年
月
が

流
れ
た
。
ま
た
私
た
ち
在
日
大

韓
基
督
教
会
は
、
今
年
、
宣
教

一
〇
〇
周
年
を
迎
え
、
神
の
導

き
と
恵
み
に
感
謝
し
な
が
ら
、

新
し
い
宣
教
の
二
世
紀
目
に
向

か
っ
て
、
日
本
社
会
の
す
べ
て

の
人
々
と
共
に
、
キ
リ
ス
ト
に

あ
る
新
し
い
希
望
を
抱
か
せ
る

教
会
と
な
る
た
め
に
力
を
注
い

で
い
る
。
ま
た
エ
レ
ミ
ヤ
書　
29

章
に
あ
る
よ
う
に
、
自
分
た
ち

が
住
む
地
の
平
安
の
た
め
祈

り
、
行
動
す
る
こ
と
が
、
デ
ィ

ア
ス
ポ
ラ
と
し
て
の
私
た
ち
に

与
え
ら
れ
た
使
命
で
あ
る
と
信

じ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
も
、
両

教
会
が
そ
の
宣
教
協
約
の
精
神

に
立
ち
返
り
つ
つ
、
連
帯
を
強

め
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う

願
っ
て
い
る
。

◎
日
本
キ
リ
ス
ト
教
協
議
会
　

興
石
勇
議
長

　

主
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
は
私

た
ち
の
間
に
「
和
解
」
の
実
現

を
も
た
ら
し
て
下
さ
っ
た
。
し

か
し
キ
リ
ス
ト
の
和
解
の
務
め

を
担
う
よ
う
召
さ
れ
た
キ
リ
ス

ト
者
は
、
必
ず
し
も
そ
の
召
し

に
相
応
し
く
な
い
者
で
あ
り
、

自
ら
の
対
立
抗
争
に
加
担
す
る

か
も
し
れ
な
い
弱
い
も
の
で
あ

る
こ
と
は
、
歴
史
が
示
す
と
こ

ろ
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
関
わ
ら

ず
、
私
た
ち
キ
リ
ス
ト
者
が
キ

リ
ス
ト
に
よ
る
和
解
の
職
務
を

遂
行
す
る
よ
う
期
待
さ
れ
て
い

る
の
だ
と
す
れ
ば
、
わ
た
し
た

ち
は
ど
の
よ
う
に
そ
の
働
き
を

担
う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う

か
。
こ
の
よ
う
な
挑
戦
に
皆
さ

ま
と
一
緒
に
向
き
合
い
た
い
と

切
に
願
う
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　

（
松
本
の
ぞ
み
報
）

三宅島伝道所に献金くださった教会及び皆様へ
　主の御名を讃美いたします。
　2006年 12月に着工、翌年献堂予定であった三宅島伝道所建築計画は残念ながら実現に
至っておりません。呼びかけに応えて全国より献金くださいました諸教会、団体、個人
の皆様に感謝とお詫びを申し上げます。事情によって計画を中断していますが、条件が
整えられて三宅島に会堂が建つことを祈っています。今しばらく時間が必要です。さら
に祈りによるお支えをよろしくお願いします。
　中断せざるを得なくなった理由が幾つかあります。
　設計図に基づいて出された建設業者の見積額が当初の予定金額の 3 倍を上回るもので
ありました。実行するには到底無理なので委員会は可能な金額に近づけるために工期の
見直しをし、着工期ならびに予算面の再検討を余儀なくされました。
　依頼をした設計士は数字を私たちの希望額に近づけるために大変な努力を重ねてくだ
さり、数字的には可能な線が出されるに至りました。しかし、残念ながら設計士と現地
の業者との交渉の結果、予算上の目処はついたのですが、結果として三宅島伝道所会員
たちが計画を実行することに躊躇する状況が生じてしまいました。その理由は三宅島の
事情と当委員会の責任にあります。委員会としてはこの事態を重く見て、三宅島伝道所
会員の意見と東支区常任委員の意見を聞きながら、今後の計画を進めることといたしま
した。委員長の米倉と支区長であり代務者である倉橋が島に渡り事情を調査しましたが、
大きな進展は得られませんでした。
　委員会では伝道所会員の意向を受け止め、現計画の見直しが必要と判断しました。設計士に
いつまでも保留にしてもらうわけにいかず契約を一旦解消することにし、設計料および必要諸経費
に200 万円余を支払いました。尊い献金をこのような仕方で使用することは大変申し訳ないことで
すが、支区常任委員会もやむなきものとして承認いたしました。
　この後、現在に至るまで何とか計画が実現できるように努力してきましたが、今は焦
らず時間をかけて対処することが必要だと判断しています。
　全国への献金依頼はこの 2008 年 6 月をもって閉じさせていただきました。ご協力あり
がとうございます。全国より 255 教会、3 団体、個人 38 名から 6,044,539 円が献げられ
ました。心から御礼申し上げます。
　会堂の再建ができるまで東京教区東支区で責任をもって預からせていただきます。
　三宅島伝道所が主に祝されて再建されますようにお祈りください。
　　　2008 年 7 月 8 日
　　　　　　　　東京教区東支区三宅島伝道所再建委員会
　　　　　　　　委員長　米倉美佐男
　　　　　　　　委　員　倉橋康夫（代務者）、国府田祐人、長山信夫、山田静夫、吉池　光
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